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るならば、 1928 年から 1935 年に至る期間は、南京の国民党政府が中国の大半を統治した
時代に当たるが、この時期において、清華大学は、政治権力とりわけ南京政府との間で協
力と対立を繰り返しながら、大きな発展を実現した。本論文では、羅家倫(学長在任: 1928 










第 2 章では、まず、 1926 年から 1927 年にかけて元北伐軍指導者の間で、創立当初から
アメリカの強い支援を受ける清華大学に対する支配的影響力の獲得をめぐる激しい対立
があったことを明らかにしている。このような困難な状況下で 1928 年 9 月に羅家倫が学
長に就任したが、羅は就任直後に学長の強いリーダーシップの下で高い学問水準の大学を
築くために、「大学の自由」を確立すると共に、大学内部の大胆な機構改革に取り組む決
意を述べた。筆者は、羅の「大学観J (" phi losophy of uni versi ty" )と「新しい清華
大学」構想、をやや詳しく分析した上で、それに対する北平政府の反発、羅の大学改革案に
対する教授会議の反対の動きについて丁寧に記述している口

































































の「政治家J としての発言・行動など、この 2 人の人物をの様々な側面を生き生きと丁寧
に描き出しており、このような精彩ある人物描写は、筆者の歴史家としての並々ならぬ力
量の証と言えよう。なお、中国では、梅は、戦後の国共内戦末期に国民党政権と共に台湾
に脱出した大物知識人の代表として知られており、今なお厳しい評価が一般的であること
を考え併せると、本論文において、梅を、客観的な資料の裏付けを以って多面的・公平に
論じている点は印象深いものがある。
以上に述べたように、本論文では、綿密な資料の裏付けに基づく、丹念な歴史叙述が展
開されているが、その半面、冗長と感じさせる部分もある。特に第 6 章は、政治と大学と
の相互作用が織りなす清華大学の変容を考察するという本筋から離れた記述が散見され
る。しかし、本論文に発揮された筆者の政治史家としての確かな眼と粘り強し、探究心を以
ってすれば、今後、そのようなぎこちなさも急速に克服されるものと期待できる。
以上により、本論文を博士(法学)の学位を授与するに値するものと認める。
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